
今回の「ワークショップ」 でどんなことしたの？

令和５年２月１日（水）の１９時３０分から、林
中公民館１階多目的ホールにて、「コミュニティ林
中」の役員に加え、「松南小学校ＰＴＡ」「林中子
ども会」「林中体育協会」「ＪＡ青年部」「世代間
交流」の若者や女性に参加していただき、総参加者
３６名が６名１グループで６箇所のテーブルに分
かれて「第２回はやしなかみんなでまちづくりワー
クショップ」が開催されました。

最初は、令和４年１月１９日(水)に行った「第１回はやしなかみんなでまちづく
りワークショップ」での「発表内容」において、「施設面」「体制面」「運営面」
「その他」に分けられた篠田准教授の作成した「表」を見て１年前をふりかえる。

（1） ふ り か え り

次に篠田准教授によって「ワークショップ」を実施した「３つの事例紹介」を
説明していただき、今回の「ワークショップの参考」といたします。(２)  事 例 紹 介

ケース１：「白峰地区」（一日限りの出張店舗で「無印良品」と「しまむら」の出張販売を行う）
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篠田隆行金沢大学准教授
（先端科学・社会共創推進機構）

この「ＱＲコード」をスマホのＱＲアプリで読
み取れば、「コミュニティ林中」の「ホーム
ページ」が開き、令和５年２月１日（水）の
「はやしなかワークショップ」が見られるヨ!!
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ケース２：「美川地区」（小学６年生の総合学習で「空き家の活用策」をパワポで発表）

ケース３：「富山県 南砺市 五箇山 平地区」
（学生たちが中心となって「空き家」を「ブックカフェ」に）

主催者側の竹中会長の開会挨拶のあと、紹介され
たファシリテーターの「篠田隆行金沢大学准教授」
(先端科学・社会共創推進機構）から、本日の
「ワークショップ」の説明が行われ、まず、下記の
「本日の流れ」が話されました。
１．ふ り か え り
２．事 例 紹 介
３．ワークショップ

そのあと、「はやしなかみんなで
まちづくりワークショップ」が始ま
り、篠田准教授の進行で「和やか」
に「ワイワイ」と進んで行きました。

ワ ー ク シ ョ プ の 流 れ

施設面 体制面 運営面 その他

融雪が完備されている町 若者・女性の組織があるとよい インスタ映えする行事の実施 日本の首都に

公園を多くしたい 子育て支援の拡充 全国→世界への情報発信 名産品をたくさん

住民が集まれる場所（カフェ・パブ）づくり 学生の意見がでやすい雰囲気 若者が集まる事業 企業誘致

個人で使える体育館 こどものコミュニティ組織を 家族で参加できるイベントの復活 子供が安心して暮らせる、遊べる町

温泉施設 地区の各種団体の役員定年制 静かな住環境

道にお花を お金をたくさん使いたい

散歩が楽しくなるスポット整備 新しい住民を増やしたい

プロスポーツのキャンプ場 住みやすい街　日本一

グランピング 芸能人を呼びたい

別荘地 笑顔のあるまち

どこでもWiFi メロンを作って売りたい

空き家の解消 修学旅行先に（農業体験）

林中ドーム



みんなで話し合って模造紙に書いた「こんなことをやってみよう！」「やってみたい！」を「グループの代表者」により「発表」してもらい、「６つのユニークな活性化策」が出来上がりました。
今後は「子どもたちの意見等」も取り入れたいため、「松南小学校」の「総合学習」にて「意見・提案」をしていただき、「発表会等」が開催できればと考えております。

こ れ か ら の ス ケ ジ ュ ー ル は ？

◆ 今後の活動予定 【令和５年】
・４月１６日（日）15:00～ ： 「コミュニティ林中」総会

参 加 者 の 声

会 長 の 声 「 いいね ! ! はやしなか 」 広報 ＮＯ．５
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【 編 集 後 記 】

今回は、「第２回はやしなかみんなでまちづくりワークショッ
プ」を開催いたしましたので、その活動報告を皆さまに解りや
すくご報告いたしますので、ご一読をお願いいたします。
なお、今後は山島公民館と連携し、松南小学校の「コミュニ
ティスクール」とも協働しながら、コミュニティ活動を進めていき
たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします！！

林中地区コミュニティ組織 「コミュニティ林中」 事務局

（３） ワ ー ク シ ョ ッ プ ① 林中地区で「こんなことをやってみよう！」「やってみたい！」ということを話し合って、「一つだけ」決めて模造紙の上部に書き込んでください・ （２０分程度）

② ①で決めたことを実施するために、令和５年４月からのスケジュールを模造紙に書き込んでください。（今回は省略）

③ ①で決めたことで、「自分ができる」「やってみたい役割」を最低一つ考え、付箋に書いてください。（複数でも可。その場合は付箋を分けて書いてください。） 付箋には、お名前もお書きください。

（４） 発 表

Ａグループ Ｂグループ Cグループ Dグループ E グループ F グループ

Ａグループ Ｂグループ Cグループ Dグループ E グループ F グループ

●Ｈさん ：今後の林中づくりに生かされることを期待しています！
●Ｋさん ：年齢に関係なくディスカッションすることはとても良いこ

とですし、刺激的なことで今後も参加したいです！

Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ Ｄグループ Ｅグループ Ｆグループ

今回、６案出ましたがすべて実現してみたいですネ！

●Ｋさん ：楽しく参加させていただきました！できればもう少し時
間が欲しかったです！

●Ｓさん ：ワークショップは初めてですが堅苦しくなく楽しかった！

●Ｔさん ：活発な意見が出て林中が再認識された！
●Ｓさん ：林中についてお話させていただき楽しい時間になりまし

た！そして貴重な時間となりました！

おいしいケーキを
いただきました！
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